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府
職
労
は
１
月
18
日
、
本
部

定
期
大
会
（
２
０
１
１
年
12
月

15
日
開
催
）
で
決
定
さ
れ
た

「
２
０
１
２
年
度
府
職
労
要
求

書
」
を
松
井
知
事
あ
て
に
提
出

し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
橋
口
執
行
委
員
長
か

ら
「
大
変
な
職
場
実
態
の
も
と

で
職
員
は
頑
張
っ
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
以
上
に
労
使
慣
行
を
厳

守
す
る
と
と
も
に
、
府
職
労
と

十
分
な
協
議
を
行
う
こ
と
」
を

厳
し
く
求
め
ま
し
た
。

　

有
田
副
委
員
長
か
ら
要
求
書

の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
①
総
人

件
費
削
減
や
給
与
カ
ッ
ト
の
即

時
中
止
、
②
業
務
量
に
見
合
う

必
要
な
人
員
増
、
③
恒
常
的
残

業
の
解
消
と
時
間
短
縮
の
実

現
、
④
新
人
事
評
価
制
度
の
抜

本
的
見
直
し
、
⑤
職
場
実
態
を

ふ
ま
え
た
特
勤
手
当
の
改
善
、

⑥
働
き
続
け
ら
れ
る
特
別
休
暇

の
新
設
、
⑦
適
正
な
選
考
基
準

に
基
づ
く
昇
任
・
昇
格
制
度
の

改
善
、
⑧
Ｗ
Ｔ
Ｃ
（
咲
洲
庁

舎
）
か
ら
撤
退
、
現
本
庁
舎
整

備
に
よ
る
職
場
環
境
の
改
善
な

ど
組
合
員
の
切
実
な
要
求
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

人
事
当
局
は
、「
今
後
と
も

労
使
慣
行
は
十
分
に
尊
重
す

る
」「
要
求
書
の
内
容
を
十
分

検
討
し
た
う
え
で
改
め
て
回
答

し
た
い
」
と
応
え
ま
し
た
。
引

き
続
き
、
府
職
労
本
部
は
支
部

・
分
会
要
求
と
連
携
し
て
、
賃

金
・
労
働
条
件
や
職
場
環
境
の

改
善
な
ど
切
実
な
要
求
実
現
め

ざ
し
て
奮
闘
し
ま
す
。

　

「
職
員
基
本
条
例
」
に
つ
い

て
は
、
１
月
30
日
に
開
催
さ
れ

た
「
府
市
統
合
本
部
会
議
」
に

総
務
部
が
作
成
し
た
条
例
案

（
以
下
、「
総
務
部
案
」）
が
示

さ
れ
、
議
論
さ
れ
る
予
定
に
な

っ
て
い
ま
し
た
が
、「
教
育
基

本
条
例
」
に
つ
い
て
の
議
論
し

か
行
わ
れ
ず
、「
職
員
基
本
条

例
」
の
議
論
は
２
月
８
日
に
予

定
さ
れ
て
い
る
「
府
市
統
合
本

部
会
議
」
へ
延
期
と
な
り
ま
し

た
。
30
日
の
「
府
市
統
合
本
部

会
議
」で
示
さ
れ
た「
総
務
部
案
」

は
、
評
価
制
度
に
つ
い
て
は
相

対
評
価
で
は
な
く
絶
対
評
価
と

す
る
な
ど
、「
大
阪
維
新
の
会
」

の
作
成
し
た
案
（
以
下
、「
維

新
案
」）
の
違
法
性
や
問
題
点

を
訂
正
し
た
も
の
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
こ
の
間
の
数

多
く
の
有
識
者
や
府
民
・
職
員

の
意
見
を
一
定
反
映
し
た
も
の

で
す
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ
れ

ば
、
評
価
制
度
や
分
限
・
懲
戒

処
分
の
指
針
は
、す
で
に
定
め

ら
れ
て
い
る
う
え
、
運
用
さ
れ

て
お
り
、
あ
ら
た
め
て
条
例
化

す
る
必
要
性
は
あ
り
ま
せ
ん
。

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
否
定
、

や
り
が
い
奪
う
条
例
案

　

し
か
し
、「
教
育
基
本
条

に
３
回
目
の
違
反
↓
分
限
免

職
）
を
定
め
る
こ
と
な
ど
、
当

初
の
「
維
新
案
」
に
酷
似
し
た

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

組
合
員
・
職
員
の
力
を

合
わ
せ
よ
う

　

府
職
労
は
、
職
員
が
や
り
が

い
の
あ
る
仕
事
と
健
康
に
働
き

続
け
る
こ
と
の
で
き
る
職
場
を

め
ざ
し
、「『
職
員
基
本
条
例
』

は
提
案
・
条
例
化
す
る
な
」
の

取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

　

今
後
、
職
場
集
会
を
開
催

し
、
学
習
・
意
思
統
一
を
進

め
、
所
属
長
へ
の
上
申
行
動
、

署
名
・
宣
伝
行
動
、
決
起
集
会

な
ど
、
職
場
の
声
を
背
景
に
し

た
取
り
組
み
を
行
う
予
定
に
し

て
い
ま
す
。
組
合
員
・
職
員
の

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

例
」
に
つ
い
て
の
「
府
市
統
合

本
部
会
議
」
の
議
論
を
み
る

と
、
橋
下
市
長
や
松
井
知
事
、

特
別
顧
問
ら
は
「
維
新
案
」
に

固
執
し
、
最
後
は
「
政
治
決
定

だ
」
と
し
て
強
行
す
る
姿
勢
を

強
め
て
い
ま
す
。「
職
員
基
本

条
例
」
に
つ
い
て
も
、
30
日
に

特
別
顧
問
の
作
成
し
た
「
別

案
」
も
示
さ
れ
、
評
価
制
度
に

つ
い
て
５
段
階
の
相
対
評
価

（
Ｓ
５
％
、
Ａ
20
％
、
Ｂ
60

％
、
Ｃ
10
％
、
Ｄ
５
％
）
や

「『
２
年
連
続
Ｄ
評
価
を
受

け
、
勤
務
実
績
が
不
十
分
と
判

断
さ
れ
る
職
員
』
は
分
限
処
分

に
向
け
た
指
導
研
修
の
対
象
と

す
る
」
こ
と
や
、
職
務
命
令
違

反
に
つ
い
て
明
確
な
ル
ー
ル

（
１
回
目
・
２
回
目
違
反
↓
戒

告
・
指
導
研
修
、
指
導
研
修
後

提
案
・
条
例
化
を
許
す
な
！

厳
し
い
職
場
実
態
を
踏
ま
え
、

誠
意
あ
る
回
答
を
示
せ
！

府職労組合員ならでは！
長期組合員表彰長期組合員表彰
子どもの入学子どもの入学・・卒業祝い卒業祝い請求お忘れな請求お忘れなくく！！
本部請求締切日　　２月17日（金）
※請求は分会・支部通じて（各支部で締切日があります）
給付時期　　　　　２月27日以降

20年　1991（平成３）年４月２日から1992年４月１日の間に加入した組合員
30年　1981（昭和56）年４月２日から1982年４月１日の間に加入した組合員
給付品の内容
　20年記念品　　１万円相当の図書カードか旅行券（希望の品どちらか）
　30年記念品　　２万円相当の図書カードか旅行券（希望の品どちらか）

小学校入学記念品　2012年４月に小学校入学予定のこどもを持つ組合員
　　　　　　　　　｛2005（平成17）年４月２日～2006年４月１日生まれの子｝
中学校入学記念品　2012年４月に中学校入学予定のこどもを持つ組合員
　　　　　　　　　｛1999（平成11）年４月２日～2000年４月１日生まれの子｝
中学校卒業記念品　2012年３月に中学校卒業予定のこどもを持つ組合員
　　　　　　　　　｛1996（平成７）年４月２日～1997年４月１日生まれの子｝
給付品の内容
　小学校入学　　　　3,000円相当の図書カード
　中学校入学・卒業　2,000円相当の図書カード

〈給付金請求方法〉
　20年、30年長期組合員：分会（支部）役員まで、加入年月日、職員番号、
記念品の内容をお伝えください。
　小・中学校入学・卒業：府職労共済請求書（分会・支部にあり）に必要事
項記入の上、分会（支部）役員まで提出してください。

個人賠償個人賠償
責任共済責任共済

満期更改と満期更改と
新規加入募集新規加入募集

日常生活「アッ」という
事故に　　　　　　　
｛補償事例｝
・愛犬が他人にかみついた
・ 止めていた自転車が倒れ駐車中の
車に傷をつけた

・ 自転車などで歩道の歩行者に接触
｛共済金が支払われない場合｝
・仕事上の賠償責任
・ 他人から借りたり預かったりして
いるものに対する賠償責任

※詳しい内容については募集ビラを
ご覧ください。

　組合員の家族も自動的に補償します。
　日本国内のみです。
　補償期間は４月１日から１年間です。

申込締切日 申込締切日 ３月１日３月１日
年間掛け金　1,000円で…年間掛け金　1,000円で…

　　最高　１億円の補償最高　１億円の補償

小中学校入学小中学校入学・・卒業祝い卒業祝い

両親とも組合員なら 　
両方から請求できます。

長期組合員表彰長期組合員表彰

2012年度府職労要求書を2012年度府職労要求書を
松井知事あてに提出松井知事あてに提出

　

松
井
知
事
と
「
大
阪
維
新
の

会
」
は
、
２
月
23
日
に
開
会
す

る
府
議
会
で
「
職
員
基
本
条

例
」「
教
育
基
本
条
例
」
の
制

定
を
狙
っ
て
い
ま
す
。
府
職
労

は
、
こ
の
２
つ
の
条
例
の
制
定

を
許
さ
な
い
立
場
で
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

職員基本条例

第２回　３月３日（土）　第３回　４月７日（土）

（全10回・毎月第１土曜日を基本に開催予定）
時間はいずれも午後１時から。府職労会議室で

　職場での賃金・労働条件の実態や府政の動き、国内外で起
きている様々なニュースを見ていると、どうしてこんな事に
なってしまうのだろう？と思うことはありませんか。新たな
出来事が次々と起こる時こそ、見えない真実や隠された事実
を見抜く「力」を養うことが必要であり、そのためには「学
習」が欠かせません。府職労講座では、基礎理論の積み重ね
によって、ものごとの本質を知り、その解決方法を探るため
の学習を毎月１回、全10回の予定で開催していきます。
　基礎理論と聞くと、難しい事を連想するかもしれません。
府職労講座では、勤労者教育協会の学習テキストを使いなが
ら、賃金・労働条件の事や、社会での出来事をどう見るの
か、組合活動についてなど、わかりやすい講義と参加者のデ
ィスカッションで楽しく進めていきます。多くの組合員のみ
なさんの参加をお待ちしています。

　２月４日（土）　関西勤労協講師第１回第１回

府職労講座

昨年11月30日の学習決起集会


